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Adult Directed Speech）に対して対乳児発話（IDS ＝ Infant Directed 
Speech）と呼ぶことが学術的に最も中立的な立場とされる傾向がある（松
田 , 2015：志村 , 2004）。
本研究は、赤ちゃんに向けられる特徴ある音声をめぐる複数の研究成
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○母：活動　─ 停止 （見る） 活動　─　停止（見る）
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赤ちゃんは半年を過ぎる頃、「ba ba ba」「da da da」というように子
音と母音が通常の言語音と同様に安定したタイミングで発することがで
きるようになる。この現象は、同じ音節が反復されることが多いため、
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この研究の結果、8 ～ 10 ヶ月の赤ちゃんは、特殊拍を含む語を有意に
選好聴取することがわかった。しかし、4～6ヶ月の群では認められなかっ
た。ここから、7 ～ 8 ヶ月頃には育児語に特徴的なリズム構造に対して
感受性が高まることが示唆されたのである (p.32)。その後、林・馬塚 (2010)
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計 67 名から回答を得た（回収率 89%）。
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図 2　本調査の結果と先行研究での調査結果（%）
1 つ目は、今回行った調査と先行研究（友定 , 1987）の調査を比較し
た結果、将来母親になる可能性のある女性の育児語の知識が減っている
という点である。比較対象となった語は、全国共通語と推測された 18
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注 1） n は対象者の数を表す。
注 2）  各育児語の項目について、「きょうだいの有無」が育児語の知識に影響
するかどうかについてカイ二乗検定を行ったときの p 値を示す。便宜上、
回答者割合の結果の表に併記しているが、検定には度数を用いて解析を
行っている。星（*）1 つは、p<0.05 （5%）を示し、星 3 つは、p<0.001
（0.1%）を示す。
山田　栞里
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どもの月齢が 8 ～ 9 ヶ月であったということがひとつの要因ではないか
と推測する。育児語使用に関する研究は、初語を話し出す 1 歳前後の子
?????????????─????????????????─
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どもがいる養育者を対象としたものが多い。言語獲得と関連させた研究






















とりは「こちょこちょ」が行われた 1 分間である。表 2 に、「こちょこちょ」
を介した母子のやりとりの様子を示した。
山田　栞里
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表 2　場面「こちょこちょ」
?????????????─????????????????─
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2 分 14 秒の「展開」部分は、母親が間合いの取り方に変化をつけ始め
るところである。母親の「こちょこちょ」は、「序」の部分とは異なる速
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た。2 分 37 秒の「ぴゅっ」のみは、下がり調子であった。まだ子どもの
声は聞こえない。2 分 39 秒には「ぴゅっ」が取り外され、やや低い声の
「こちょこちょ」になり、一旦遊びがリセットされたかのように聞こえた。
そのすぐ後の「こちょこちょ」の終盤で、子どもがはじめて笑い声を出す。
この笑い声をきっかけにして 2 分 45 秒から「クライマックス」が始ま
る。この部分では、母子の「嬉しい」、「楽しい」という快の情動が高まっ
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12 月 12 日に放送された NHK・E テレ「すくすく子育て」において赤ちゃ
んへの言葉かけに関する母親たちの悩みが取り上げられた（http://www.
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（2）pp.29-34
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